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	１　負担金の概要

大阪マラソン組織委員会（以下「委員会」という。）が実施する大阪マラソン開催業務に対し、大阪府及び大阪市は行政負担金として各90,000千円を交付している。

　委員会は毎年４月に府市あて負担金を請求している。（予算内訳を添付。）

２　負担金の使途

　【負担金】　　　　　　　　　　   　　　   【使途】

大阪府

90,000千円
00000　00000
広報関連経費

154,800千円
大阪市

90,000千円
事務局経費

25,200千円

３　府市へ報告された負担金「事務局経費」の予算額とその実績

平成28年度の年度当初に同委員会が府市に提出している行政負担経費内訳の「事務局経費」は、事務局を１年間運営するために必要な経常経費項目（組織委員会及び同専門部会運営経費、大阪陸上競技協会職員報酬、顧問会計士報酬、事務局職員旅費、その他消耗・需用費等）からなっている。

平成28年度負担金の精算時に府市へ提出した事務局経費の決算額と負担金請求時に提出した予算内訳との比較は以下のとおり。

（平成28年度）
項　目
予算（Ａ）
決算（Ｂ）
差引（Ｂ）－（Ａ）
①組織委員会運営経費
1,900,000 円
670,020 円
· 1,229,980 円
②組織委員会専門部会運営費
2,700,000 円
436,510 円
· 2,263,490 円
③報酬（大阪陸上競技協会職員分）
11,000,000 円
8,400,000 円
· 2,600,000 円
④報酬（事務局顧問会計士分）
3,000,000 円
1,200,000 円
· 1,800,000 円
⑤事務局職員旅費
3,200,000 円
2,298,139 円
· 901,861 円
⑥その他消耗・需用費等
3,400,000 円
12,435,177 円
9,035,177 円
合　計
25,200,000 円
25,439,846 円
239,846 円
○　「⑥その他消耗・需用費等」の決算額には、大会当日の医師・看護師に対する医事救護従事者謝金（2,560千円）、商店街広報グッズ制作・発送費（701千円）、大会アンケート委託料（998千円）、翌年度の大会広報を兼ねた東京マラソンＥＸＰＯ出展関係費用（3,400千円）等が含まれており決算額は予算額を大きく上回っている。

○　①～⑤については、いずれも決算額が予算額を大幅に下回っている。

○　なお、平成27年度についても確認したところ、以下のように平成28年度と同様の状況であった。

　（平成27年度）

項　目
予算（Ａ）
決算（Ｂ）
差引（Ｂ）－（Ａ）
①組織委員会運営経費
1,900,000 円
911,660 円
· 988,340 円
②組織委員会専門部会運営費
2,700,000 円
323,740 円
· 2,376,260 円
③報酬（大阪陸上競技協会職員分）
11,000,000 円
8,400,000 円
· 2,600,000 円
④報酬（事務局顧問会計士分）
3,000,000 円
1,200,000 円
· 1,800,000 円
⑤事務局職員旅費
3,200,000 円
2,401,102 円
· 798,898 円
⑥その他消耗・需用費等
3,400,000 円
12,003,377 円
8,603,377 円
合　計
25,200,000 円
25,239,879 円
39,879 円
※　「⑥その他消耗・需用費等」の決算額には、大会当日の医師・看護師に対する医事救護従事者謝金（2,320千円）、商店街関連事業費（1,269千円）、関西大学共同研究費用（アンケート調査に基づく意識調査分析委託）（998千円）、翌年度の大会広報を兼ねた東京マラソンＥＸＰＯ出展関係費用（2,444千円）等が含まれている。

４　委員会が作成している決算報告書

　　委員会が作成した平成28年度収支決算報告によれば、事務局経費に係る予算額及び決算額は以下のとおりである。　※項目内の丸数字は府市へ提出の予算内訳に対応する部分を示す。

項　目
予算（Ａ）
決算（Ｂ）
差引（Ｂ）－（Ａ）
【組織委員会等運営経費】

委員等への謝礼、旅費等　①、②
1,400,000円
1,106,530円
△293,470円
【事務局運営経費】

報酬（陸協職員２名分）　　③
報酬（医療救護従事者謝金

報償費（顧問会計士報酬）④
旅費（職員旅費）　　　　⑤

委託料（第６回開催事業費等）
委託料（第７回開催準備事業費等）
需用費・役務費等　　　　⑥

その他（東京マラソンＥＸＰＯ出展等）
23,933,197円
8,400,000円

2,600,000円
1,200,000円
2,800,000円

1,700,000円
2,800,000円
4,433,197円

―
24,333,316円
8,400,000円

2,560,000円
1,200,000円
2,298,139円

701,811円
0円
4,434,675円

4,738,691円
400,119円
0円

△40,000円
0円
△501,861円
△998,189円

△2,800,000円
1,478円

4,738,691円
合　計
25,333,197円
25,439,846円
106,649円
・　顧問会計士報酬予算額は、府市へ提出の予算内訳では3,000千円であるが、委員会の予算書上は1,200千円となっている。

・　委託料として総額で4,500千円計上しているが、実績は700千円と大きく乖離している。
・　その他経費については、予算計上されていないが、「東京マラソンＥＸＰＯ出展関係費用」など毎年執行が見込まれているが、これらの経費を当初から予算上定めていない。

・　また、その他経費は委員会の予算書では計上されていないが、府市へ提出の予算内訳では「その他消耗・需用費等」として項目が上がっている。（3,400千円）

	負担金の精算に当たり、府市へ提出の報告書によれば、予算と決算に著しい乖離が複数年に渡り生じており、実態に合った予算（経費内訳）となっておらず委員会の予算書との整合性も取れていない。

　また、「⑥その他消耗・需用費等」の決算において、東京マラソンＥＸＰＯ出展関係費用など広報に関する経費が事務局経費で処理されている。
	　毎年度一定の費用が発生する経費については、項目ごとに所要見込み額を十分精査の上、予算（経費内訳）を府市に提示するとともに、委員会の予算書との整合性についても留意されたい。

　また、事務局経費で処理されている広報に関する経費については、その処理区分について、適切に処理されたい。

	措置の内容

	府市へ提出する委員会予算（経費内訳）については、項目ごとに所要見込み額を十分精査の上、委員会の予算書とも整合性を図りながら作成することとした。

　また、事務局経費で処理されていた広報（東京マラソンＥＸＰＯ出展）に関する経費については、経費内訳において、広報関連経費として計上するよう改めた。




監査（検査）実施年月日（委員：平成－年－月－日、事務局：平成29年10月12日及び同月13日）
180,000千円









